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乗合自動車（路線固定型）の車両更新について 

 

１ 概要 

   乗合自動車（路線固定型）に使用している事業用自動車全５台のうち、上

地区乗合自動車を運行している車両（１４人定員：運転手含む）について

は、令和８年８月３１日（月）で再リース契約が満了となるが、車両の故障

が多く、引き続きの再リースは困難であるため、車両の更新を行うもの。 

 

２ 車両更新実施時期（予定）  

  令和８年９月１日（火）から 

 

３ 新規導入車両詳細 

車種 トヨタ ハイエース 

型式 3BA-TRH229W-VTZYE 

全長／全幅／全高 ５，３８０㎜／１，８８０㎜／２，２８５㎜ 

定員 １０人（運転手含む） 

  ※従来の１４人定員の車両を運転するためには、中型二種免許が必要であ

るが、当該免許を保有する運転手の確保が困難であるため、タクシー運転

手（普通二種免許）でも運転が可能な１０人乗り定員の車両を導入する。 

 

４ 車両配置 

 

    

 

 

 

 

車両№ 乗車定員
湘南330い4 10人
湘南200か1 14人
湘南200え2 14人
湘南300か3 10人
湘南300い5 10人

運行路線

予備車

日赤ルート
おおね台ルート
上地区乗合自動車
上地区乗合自動車

現行 令和８年９月から 

車両№ 乗車定員
湘南330い4 10人
湘南200か1 14人
新車両 10人
湘南300か3 10人
湘南300い5 10人

上地区乗合自動車
上地区乗合自動車

運行路線

予備車

日赤ルート
おおね台ルート
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５ 移動円滑化基準の適用除外について 

(1) 移動円滑化基準  

「高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律」（平成１８ 

年法律第９１号）に基づき、公共交通に使用する車両においては、車いす 

や身体が不自由な利用者等が乗車できるよう、必要な設備を整備すること

が移動円滑化基準の中で規定されている。 

(2) 適用除外について 

   移動円滑化基準において、次の要件に該当し、地域公共交通会議で協議

が調っていれば、適用除外の認定を受けることが可能とされている。 

・地形上の理由により移動円滑化基準に適合する自動車の走行が物理的

に困難な路線を走行する自動車 

・車両総重量が５トン以下であって乗車定員が２３人以下の自動車 

(3) 適用除外の認定申請について 

   乗合自動車については、道路が狭隘で、かつ高低差があるルートを運行

していることから、ノンステップやリフト付き等の中・大型車両を使用す

ることは困難である。 

   また、本市においては、高齢者や障害者等の移動困難者への移動手段と

して、ＵＤタクシーや福祉タクシー、福祉有償運送による移動サービスの

提供がされており、代替交通が確保されている。 

   このことから、移動円滑化基準の適用除外認定を国に申請するもの。 

 

 


